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各
区➡

対
策
本
部
へ

安
否
確
認
と

報
告
訓
練

対策本部（市民センター）では、各区からの報告を集計

月
４
日
（
土
）
、

１１
昨
年
に
続
い
て
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
２
面
）

月

日
（
火
）
午
前
、
関
係
者

１０

３１

立
ち
合
い
の
下
、
契
約
書
取
り
交
わ

し
と
２
団
体
へ
の
使
用
許
可
書
授
与

を
行
い
ま
し
た
。
（
詳
細
３
面
）
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発
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日
二
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七(

平
成
二
十
九)

年
十
一
月
十
五
日
（
水
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

枝
打
ち
の

鉈
は
ね
返
す

冬
木
か
な

中
嶋
國
博

11月５日（日）、柘植地域全域（柘植青葉台

区を除く※）で防災訓練を開催。統一訓練では、

『災害時安否確認マニュアル』に基づいて、各

区から柘植地域災害対策本部（柘植地区市民セ

ンター）へ「第１報」の報告訓練を行いました。
（２面下に続く） ※青葉台区は、10/1に実施しました。
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大
山
田
さ
る
び
の
温
泉
を
午
前

７
時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、

キ
ロ

４５

の
山
道
を
走
る
忍
者
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
。
昨
年
は
プ
レ
大
会
。
今
年
は
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

名
近
く

４０

集
結
し
、
コ
ー
ス
各
所
に
誘
導
員

と
し
て
、
ま
た
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
豚
汁
づ
く
り
や
ふ
る
ま

い
係
ほ
か
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

１
面

中
段
つ
づ
き

選
手
誘
導
の
様
子
↓

↑
エ
イ
ド
で
選
手
に

豚
汁
を
ふ
る
ま
い

ま
し
た
。
大
好
評
。

全
国
か
ら
参
加

し
て
い
る
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
に
、[

柘
植
地
域

を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
効
果]

も
あ
る
こ
と

か
ら
、
コ
ー
ス
近
く
に
あ
る
「
道
の
駅
い
が
」

と
も
協
力
し
、
「
の
ぼ
り
（
１
面
参
照
）
」
を

コ
ー
ス
の
各
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
加
え
て
、

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
柘
植
地
区

市
民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
横
断
幕
も
、
柘

植
地
域
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

今
後
、
柘
植
地
域
で
行
う
他
の
行
事
で
も

積
極
的
に
利
用
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
イ
ラ
ス
ト
に
は
柘
植
地
域
を
代
表

す
る
余
野
公
園
の
つ
つ
じ
、
俳
聖
芭
蕉
、
文

学
の
神
様
・
横
光
利
一
を
配
置
し
ま
し
た
。

※
芭
蕉
の
イ
ラ
ス
ト
原
画
は
、

藤
井
駿
さ
ん
（
山
出
区
）
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
主
防
災
実
行
委
員
会

今
年
は
、
諸
行
事
の
日
程
の
都
合
で
「
世

界
つ
な
み
デ
ー
」
で
あ
る

月
５
日(

日)

に

11

県
・
伊
賀
市
等
の
総
合
防
災
訓
練
に
合
わ
せ

て
柘
植
地
域
で
も
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
午
前
８
時
、
「
震
度
６
強
以
上
の
直

下
型
地
震
が
発
災
」
を
想
定
。
伊
賀
支
所
か

ら
の
一
斉
放
送
を
合
図
に
、
各
区
・
組
で
安

否
確
認
と
そ
の
集
計
、

次
い
で
災
害
対
策
本

部
へ
の
報
告
ま
で
を

「
統
一
訓
練
」
と
し

て
行
い
ま
し
た
。
本

部
か
ら
は
、
伊
賀
支

所
振
興
課
へ
情
報
を

伝
達
、
支
所
は
い
が

ま
ち
地
域
の
情
報
把

握
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
「
各
区
計

画
訓
練
（
区
民
参
加

型
の
訓
練
）
」
を
行
い
、

柘
植
地
域
の
防
災
力

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

訓
練
詳
細
は

月
の

12

実
行
委
員
会
後
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

上
の
写
真
は
霊
峰
中

学
校
で
三
重
県
と
伊
賀

市
が
合
同
で
行
っ
た
様

子
の
写
真
で
す
。

１
面

上
段
つ
づ
き
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旧
柘
植
保
育
園
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成

年
２
月
の
『
旧
柘
植
保
育
園
跡
地
利
活
用

２９計
画
（
最
終
案
）
』
に
お
い
て
、
「
伊
賀
市
と

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
で
無
償
貸

付
契
約
を
結
び
、
実
際
の
施
設
使
用
者
が
修

繕
を
含
め
た
維
持
管
理
の
経
費
を
全
て
負
担

す
る
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。
施
設
の
利

活
用
の
内
容
が
柘
植
地
域
の
活
性
化
や
福
祉

の
充
実
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重

視
し
ま
す
。
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
通
り
の

活
用
を
め
ざ
し
て
、
市
当
局
を
は
じ
め
関
連

団
体
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
『
旧
柘
植
保
育
園
跡
地
利
活
用

計
画
』
に
具
体
的
な
利
活
用
計
画
の
内
容
と

し
て
明
記
し
た
追
加
条
件
を
ふ
ま
え
て
、
柘

植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
左
記
の
２
団

体
に
使
用
許
可
を
出
し
て
い
ま
す
。

追
加
条
件
『
旧
柘
植
保
育
園
跡
地
利
活
用
計
画
』
５
㌻

旧
柘
植
保
育
園
遊
戯
室
を
年
２
回
に
限
り

都
美
恵
神
社
の
祭
り
に
使
用
す
る
こ
と
や
都

美
恵
太
鼓
が
柘
植
公
民
館
の
閉
館
に
よ
っ

て
、
将
来
、
活
動
場
所
・
保
管
場
所
が
な
く

な
っ
た
場
合
は
旧
柘
植
保
育
園
遊
戯
室
及
び

付
属
す
る
物
入
れ
や
倉
庫
を
使
用
す
る
こ
と

使
用
許
可
を
受
け
た
２
団
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

杜
の
カ
フ
ェ
い
こ
い
こ

も
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
都
美
恵

つ

み

え

月

日
の
式
で
は
、
伊
賀
市
と
柘
植
地

１０

３１

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
間
で
の
貸
借
契
約

を
、
ま
た
２
団
体
に
向
け
て
は
、
施
設
の
使

用
許
可
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田中満伊賀市健康福祉部次長（左）と岩倉

佳子まちづくり協議会副会長（右）の手で、

10年間の貸借契約が交わされました。

協議会から使用許可を受けた

森下泰成いこいこ代表（手前）

と松本大ｽﾃｰｼｮﾝ都美恵代表（奥）

今
日
に
至
る
経
過
（
抄
）

平
成

年
７
月

27
伊
賀
市
よ
り
保
育
園
統
合
の
話
が
あ
り
、

保
育
園
保
護
者
向
け
や
住
民
向
け
に

統
合
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
行
わ
れ
る

平
成

年
３
月

日

28

26

旧
柘
植
保
育
園
閉
園
式

平
成

年
４
月
１
日

28
統
合
さ
れ
た
新
柘
植
保
育
園
の
開
園

平
成

年
５
月

日

28

26

跡
地
利
活
用
検
討
委
員
会
開
始

平
成

年
７
月

日

28

16

跡
地
利
活
用
に
関
す
る
住
民
説
明
会

平
成

年
１
月

日

29

13

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
受
付
開
始

平
成

年
２
月
６
日

29
『
跡
地
利
活
用
計
画
（
最
終
案
）
』
確
定

平
成

年

月

日

29

10

31

貸
借
契
約
式
・
使
用
許
可
書
授
与
式

『
旧
柘
植
保
育
園
跡
地
利
活
用
計
画
（
最
終

案
）
』
・
貸
借
契
約
書
・
使
用
許
可
書
の
写
し

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
に

保
管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
に
は
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
よ
り
、
詳
細
に
つ
い

て
は
案
内
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
（
電
話
番
号
）

杜
の
カ
フ
ェ
い
こ
い
こ
（

）
５
５
５
１

51

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
都
美
恵
（

）
３
０
５
２

45
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林
業
の
故
郷
、
奈
良
吉
野
へ

生
活
環
境
部
会

月

日
（
木
）
、
台
風

号
の
被
害

１０

２６

２１

に
よ
り
道
路
の
迂
回
な
ど
課
題
は
あ
り
ま

し
た
が
、
柘
植
地
域
よ
り

名
、
そ
の
他

１３

阿
波
地
域
や
布
引
地
域
、
さ
ら
に
伊
賀
市

議
会
議
員

や
伊
賀
森

林
組
合
、

伊
賀
市
農

林
振
興
課

な
ど
総
勢

名
余
が

４０奈
良
県
吉

野
へ
林
業

研
修
に
行

っ
て
き
ま

し
た
。

経営林の見学では、250年生以

上の立木管理の様子を（右写真）、

丸太市場ではヘリコプターで集材し

た直径50cmを超える大径木の市を

見学しました。（下写真）

↑
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
の
様
子

↑11月６日（月）、いがまち３地域の

保育園代表である壬生野保育園へチャリ

ティバザー売上金を寄附いたしました。

↑
あ
ん
ま
き
販
売

←
活
動
展
示

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
住
民
の
皆
さ
ん
へ
ス
ト
レ
ー
ト
に

伝
わ
る
広
報
誌
を
め
ざ
し
て
、
本
誌
の
編
集
発
行
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
▼
伊
賀
市
全
域
を
対
象
に
し
た
研
修
会

な
ど
へ
参
加
し
ま
す
と
、
私
の

主
観
交
じ
り
で
す
が
、
ま
だ
ま

だ
住
民
自
治
協
議
会
の
役
割
や

取
り
組
み
が
し
く
み
と
し
て
ご

理
解
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
市
民
や
自
治
協
議
会
役
員
の

方
が
多
い
な
あ
と
感
じ
ま
す
。

▼
そ
の
点
、
柘
植
地
域
に
お
い

て
は
、
か
な
り
の
理
解
が
進
ん

で
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
ま
ち
協
の
事
業
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
輝
い
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
▼
『
ま
ち
づ
く
り

だ
よ
り
』
を
見
れ
ば
、
「
な
る

ほ
ど
な
」
と
読
み
取
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
２
０
１
号
発
行
に

際
し
思
っ
て
い
ま
す
。

（
西
田
方
計
）
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10月28日・29日、いがまち展覧

会が西柘植地区市民センター・いが

まち公民館・ふるさと会館にて開催

されました。

特産品創出事業実行委員会からは

「あんまき」ほかを、また女性部会

では「手作りのトートバック」など

を販売しました。

ふるさと会館会場では柘植地域ま

ちづくり協議会の実施事業内容につ

いて写真を多数使って展示しました。


